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 第1回全員協議会報告  

 

一般社団法人広島県山岳連盟 新体制スタート 

 

さる 5 月 9 日の創立社員総会で正式にスタートした

「一般社団法人広島県山岳連盟」の新体制が公表された。

第1回の全員協議会が開催され、各理事、部長の役割分

担も公表された。理事会の新体制は、次のとおりである。 

会 長  京才 昭（広島山岳会） 

副会長  林 雅晴（広島県高体連登山部） 

     山内充人（福山山岳会） 

     山田雅昭（広島山岳会） 

     岡谷良信（ＪＡＣ） 

     野島信隆（マツダ） 

理事長  山田雅昭（広島山岳会） 

理 事  松島 宏（広大山の会）事務局長 

     豊田和司 （ＪＡＣ） 事務局担当 

     村井 仁（広島県庁山の会）事務局担当 

     仲井正美（ひこばえ）   事務局担当 

     津田 寛（広大山の会）  事業部担当 

     池本喜浩（ＪＡＣ）    指導部担当 

     永津信吉（マツダ）    普及部担当 

     宇山茂之（山を歩く会・庄原） 普及部担当 

     福永やす子（東広島山の会）  普及部担当 

     小桜創造（個人会員・団体監督）競技部担当 

     伊東泰文（広島修道大学山岳会）競技部担当 

藤田光政（マツダ）  競技部担当 

名越 實（広島山岳会）国際部担当 

福永輝彦（高体連）  高体連担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監事 藤川昌寛（広大山の会） 

   亀井旦博（広島山岳会） 

 

写真は山の日にステージで「広島山の歌」歌う 

 

第8回「山の日」県民の集い 

野呂山、中国自然歩道整備する 

普及部副部長 永津 信吉 

 第8回「山の日」県民の集いは、6月6日（土）、7日

（日）の両日に亘り、呉市グリーンヒル郷原をメイン会

場に県内8ヶ所の会場で開催されました。広島県山岳連

盟はメイン会場に集中して参加し、登山道整備と前夜祭

を主催行事として実施しました。 

 6 日（土）、「山の日」行事の先頭を切った登山道整備

は岳連と地元サポートトレッキング・クラブの合同チー

ム 38 名で、中国自然歩道を整備しました。広島文化学

園大学（前呉大学）裏手の登山口から観農坂を経て野呂

山に至るルートで、標高 250ｍ地点から 650ｍ地点の間

を、麓隊と山頂隊の二手に分かれて作業をしました。 

 麓に近い登山道では横断溝に溜まった土砂をスコップ

と鍬で取り除きました。 

 また、所々道を塞ぐ倒木や生い茂る下草を、鎌や鍬を
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駆使して整備した結果、明るく快適な登山道に整備でき

ました。途中で、ササユリやヤマアジサイ等珍しい草花

が綺麗に咲いており、心が癒されました。 

 名古屋から特別参加の山仲間の稲垣さんも先頭に立っ

て汗を流されました。 

 

前夜祭を盛大に開催 

 夜6時からは前夜祭を会場内のバーベキューハウスで

山岳連盟関係者、実行委員会の 53 名が参加し、宇山さ

んの司会で盛大に開催しました。 

 プログラムは、実行委員長代理の玉里様のあいさつ、

岳連の京オ会長の乾杯の音頭で幕を開け、実行委員会、

岳連加盟団体の皆さんが自己紹介や山に対する熱い思い

を披露しました。 

 今年もアコーデオン演奏を栗田さんにお願いして「故

郷ひろしま山の歌」など多くの歌を合唱し、前夜祭一層

盛りあげることが出来ました。8 時には会を中締めとし

ましたが、多くの方が会場に残り、マツダ、パブコック

日立の皆様にお世話をいただいた料理を肴に、お酒を酌

み交わす語らいは、その後も続き、夜がふけるのも忘れ

る熱い交流会になりました。 

 

広島山の歌 大合唱 

 7日（日）は10時から「山の日」オープンセレモニー

で、作者の渡部さんの歌唱指導と栗田さんのアコーデオ

ン演奏で会場の皆さんと一緒に「広島山の歌」を合唱し

ました。 

 セレモニー終了後は、「山のグランドワーク（手入れ）」

の行事に参加し、約300人が昼食をはさんで2時間半に

亘り、周辺山林の下刈りと間伐を行いました。手入れを

終えた森は、木漏れ日が入り、そよ風の通り抜ける生き

生きとした森に変わりました。 

 

ＪＡＣ「初心者のための登山教室」開講 

 この他に、加盟団体ＪＡＣ広島支部は「初心者のため

の登山教室」を開講し、多くの皆さんに山登りの楽しさ

に触れていただきました。 

 天候に恵まれた第8回「山の日」県民の集いは、予定

通り午後3時に終了し、来年度の開催が予定されている

北広島町に引き継がれました。 

山の日の写真 

 

 

みんなで歌おう 山の歌 

 

故郷 広島の山    大岡義明作詞 渡部公子作曲 

 

１ 高き恐羅の 嶺越えて  砥石 眼下に聖湖か 

  熊笹の丘  十方山   アー広島 ふるさとの山 

 

2 岩のキレット 窓が山  三倉の三岳も岩の剣 

  馬の背またいで鎌倉寺  アー広島 ふるさとの山 

 

3 石仏たずねて 白滝へ  望むは 四国の連山に 

 夕日に浮かぶ 野呂の山 アー広島 ふるさとの山 

 

4 比婆を歩いて 烏帽子山 御陵の後霊 吾妻山 

  眺めば大山 雪の城   アー広島 ふるさとの山 

 

5 胸突き八丁 白木山  街並み広がる 呉婆々宇へ 

武田の山より 三滝寺か  アー広島 ふるさとの山 

 

6 海を渡れば 紅葉谷  かえでを拾って 弥山岩 

 向こう古鷹 安芸小富士 アー広島 ふるさとの山 

 

7 出湯つかって 湯来の山 滝のしぶきで 身を洗う 

 龍頭のせせらぎ 天上山 アー広島 ふるさとの山 

 

８ 岩をたどって 天神岳へ 負けぬ大岩 烏帽子岩 

  火山の岩 うつる海  アー広島 ふるさとの山 
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副会長就任挨拶 

福山市と広島市の交流 

はかりたい 

山

副会長 山内 充人 

 

 ５月の定期総会の役員改選で２年目の留任ということ

になり、またお世話になります。 

福山市を中心とした東部地区と広島市を中心とした西部

地区の皆さんとの交流を図り、親睦を深めることが役割

と考えつつ、身に余る大役と感じています。 

 山登りを最高の趣味とする私たち大人が、ともに楽し

むとともに、若者、特に子供達にこの楽しみを伝えてゆ

く、自然の、山の中で子供たちとともに遊ぶ、今一番や

りたいことです。このことを通して何とか少しでも若者

たちの登山離れを食い止めることができればいいなと思

います。 

 また、東部と西部では登山文化といった面から比較し

ても弟と兄貴以上の差があるように思います。 

刺激を受けながら東部も成長できれば、これに越したこ

とはありません。同じ山好き同士、地理的な距離はあっ

ても心は一緒、ともに地域の登山文化の発展のため、手

に手をとって頑張っていきましょう。 

 

福山山岳会ではホームページを開設しています。ＵＲ

Ｌ：http://www.fsk-e.com/ご覧いただければ幸甚です。 

 

広島県・韓国大邱広域市高校生交流登山 

 

車在祐会長はじめ55名来広 

     韓国の若き岳人と交流 

      7月17日～23日三段峡・恐羅漢など 

 

 恒例の日韓交流登山は 7 月 17 日から 7 月 22 日の 6

日間、車在祐会長初め55人の一行が広島を訪問､盛大に

韓国の若き岳人との交流が行われた。 

 一行は 17 日（金）午後広島に到着、広島市役所を表

敬訪問後、市内観光の後、夕方広島厚生年金会館レスト

ランで歓迎会に臨んだ。歓迎会では、多数の岳連関係者

が出迎え、広島県岳連を代表して京才会長が挨拶、これ

に応えて韓国側は、車在祐会長が「歓迎と交友に感謝し

ます。」と挨拶された。 

 18日はマイクロバスで、三段峡に移動し三段峡めぐり、

柴木、三段滝、餅の木を経て恐羅漢キャンプ場に宿泊し

た。ここで広島県高校生と合流、翌日交流会が行われた。 

 19日（日）恐羅漢山（1346ｍ）へ登頂したが､生憎の

雨で予定の十方山は取りやめた。しかし、広島県の高校

生との有意義な交流登山が行われた。 

 20日（祝）､21日（火）は宮島に渡り、包が浦自然公

園キャンプ場で１泊した。しかし、この日も雨で予定の

海水浴も中止されたが、一部の高校生は雨の中、海岸を

散歩する姿が見られた。20日夕食､21日朝、昼食は岳連

からの食事が提供され、「ひこばえ」のボランティア 15

名によって美味しい食事が提供された。21日夕はダイヤ

モンドホテルで役員送別会が行われた。 

 22日、午前中、祇園ｲｵﾝﾓｰﾙで自由時間を過ごし、下関

に移動し午後5時、出国手続きを終えて連絡船「はまゆ

う」で帰国した。ボランティア、カンパいただいた皆さ

ん有難うございました。ご協力いただいたボランティア

の皆さんは下記の皆さんです。 

豊田・松島・今村・杉本・都志見・名越・奥島・李尚起・

山崎・北林・森・（以上岳連関係）井上・砂浜・山田澄・

仏円・川野・檜谷忠・檜谷芙・仲井・谷本・笠野・森智・

中田・中富・田村・牧野（以上ひこばえ食事関係）・朴寅

春（広大留学生）福永・能勢・門田・森原（高体連） 

 今回の高校生交流登山は①2000･8（韓国から広島訪問

55 名）②2001･8（広島から韓国訪問 57 名）③2003･8

（韓国から広島訪問 87 名）④2004･8（広島から韓国訪

問 41 名）等に次いで第７回目の高校生交流登山であっ

た。 写真は広島・大邱広域市高校生交流の１コマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.fsk-e.com/
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平成21年度 

一般社団広島県山岳連盟加盟団体名簿 

（団体名・事務局所在地・代表者名） 

広島山岳会 廿日市市地御前    久保信義 

広島山稜会 広島市安佐北区    広田忠彦 

広島市役所山岳部 広島市中区   池庄司幸臣 

広島やまびこ会 東広島八本松   清水欣三 

パブコック日立呉営業所日立会山岳部 呉市 正富博史 

西条山岳会 東広島市八本松    上田洋治 

竹原山岳会 竹原市竹原町     山崎繁雄 

可部山岳会 広島市安佐北区    小林敏行 

福山山岳会 福山市北本庄     山内充人 

広島県庁山の会 大竹市新町    菊間秀樹 

マツダ親和会山岳部 東広島市高屋 藤田光政 

広島大学山の会 広島市西区    加賀谷健一 

広島県高体連登山部 広島市佐伯区 林 雅晴 

三井化学山岳部 山口県玖珂郡   山本和彦 

シャープ（株)山岳部広島支部    柳川 智 

広島修道大学山岳会 広島市中区  兼森志郎 

広島山想会 広島市西区      小野英治 

福山市役所 山の会 府中市本山町 松浦 尚 

三原山の会 三原市港町      上野 明 

タンネンクラブ 広島市西区    加籐威海 

（社）日本山岳会広島支部 広島市佐伯区 杉村功 

東広島山の会 東広島高屋町     福永やす子 

登山教室同窓会「ひこばえ」広島市佐伯区 森智昭 

山を歩く会・庄原 庄原市三日市町 宇山茂之 

広島大学体育会ワンダーフォーゲル部 東広島市 

佐々木勇斗 

広島三峰会 広島市東区      小方重明 

白木愛山会 広島市安佐北区    稲野政男 

岳友クラブ 福山市赤坂町     坂本豊 

宮島太郎の会 広島市西区     山本拓志 

（退会 広島修岳会・中国電機製造山岳会） 

受贈御礼 

１登山月報第478号 平成21･1･15（社）日本山岳協会 

２ ＪＡＣ Hiroshima 第31号 2009･4･1  

（社）日本山岳会広島支部報 

３ ひこばえ62 2009･5･1 登山教室同窓会報 

４ 走ろう会 広島壮年走ろう会事務局 733-0033 広

島 市 西 区 観 音 本 町 1-12-6  柴 田 商 店 内

TEL082-231-4775 

５ 広島縦走会会報 734-0007広島市南区皆実町4丁 

目14-27 西尾国彦 ＴＥＬ082-253-2837 

６ 森の新聞 日本野鳥の会広島県支部  

733-0011 広島市西区横川町三丁目９－３小田ビル１Ｆ 

ＴＥＬ082-233-7304 

山の情報 

１ 西区やまなみハイキングルート 三滝山～大茶臼

山縦走コース 登山口案内図ほか 平成 21･3 西

区役所区政振興課ＴＥＬ082-532-0927 

２ 西区やまなみハイキングルート 鈴が峯～柚木城

山縦走ルート平成20･3 西区やまなみの会 西区役所 

 

山の風景②   

甲ヶ山縦走  1338ｍ 

  鳥取県大山山系 撮影2009･5･16牧野正昭 

 

 

○会報名「もみじ」について 

昭和41年9月12日県民からの投票数が多かった「もみ

じ」が県の木選定委員会によって広島県の県の木に定め

られました。        題字デザイン：今村みずほ 

○この会報はメール配信しています。配信ご希望の方は    

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを岳連事務局まで。    編集：仲井 正美   

 


